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［臨時窓口4／2（日）、日曜窓口4／9（日）　区役所本庁舎・豊洲特別出張所の一部窓口で実施］
　住所の異動手続きや証明書発行等を行う窓口を、9：00～16：00に区役所本庁舎と豊洲特別出張所の一部窓口で実施します 問▢区民課住民記録係☎3647-
3162、℻3647-9206、豊洲特別出張所住民係☎3531-6316、℻6228-2837

　
区
民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
を
第

一
の
目
的
と
し
て
、
老
朽
空
家
等
対

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
に
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
「
江

東
区
老
朽
空
家
等
対
策
計
画
（
素

案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
計
画
素
案
に
関
す
る
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

計
画
概
要

○ 

円
滑
な
相
続
が
空
家
発
生
の
予
防

・
抑
制
と
な
る
た
め
、
所
有
者
へ

相
続
相
談
等
の
機
会
を
提
供

○ 

適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
情

報
発
信
、
相
談
員
の
派
遣
等
に
よ

り
、
建
物
の
老
朽
化
等
を
予
防

○ 

各
種
相
談
へ
の
対
応
や
修
繕
・
耐

震
補
強
の
支
援
に
よ
っ
て
、
空
家

等
を
利
活
用
へ
誘
導

○ 

老
朽
建
物
の
所
有
者
に
管
理
状
況

の
改
善
を
要
請

○ 

老
朽
空
家
等
対
策
審
議
会
を
設
置

す
る
等
、
対
策
の
実
施
体
制
を
整

備

　
令
和
₅
年
第
₁
回
区
議
会
定
例
会

が
、
₂
月
₁₅
日
か
ら
₃
月
₁₅
日
ま
で

（
会
期
₂₉
日
間
）
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、「
令
和
₅

年
度
江
東
区
一
般
会
計
予
算
」
な
ど

₄₅
件
の
議
案
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○ 

予
算
案
件
（
₈
件
）

　「
令
和
₅
年
度
江
東
区
一
般
会
計

予
算
」
な
ど

○ 

条
例
案
件
（
₂₇
件
）

　「
江
東
区
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど

○ 

契
約
案
件
（
₄
件
）

　「
江
東
区
塩
浜
福
祉
プ
ラ
ザ
改
修

工
事
請
負
契
約
」
な
ど

○ 

同
意
案
件
（
₂
件
）

　「
江
東
区
教
育
委
員
会
教
育
長
選

任
同
意
方
に
つ
い
て
」
な
ど

○ 

意
見
書
・
決
議
（
₄
件
）

　「
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

国
の
一
律
の
対
応
を
求
め
る
意
見

書
」
な
ど

※
本
会
議
等
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
（
生
・
録
画
中
継
）
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
傍
聴
も

可
能
で
す
。

問▢
区
議
会
事
務
局
調
査
係
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第
1
回
区
議
会
定
例
会
終
わ
る

令
和
5
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

意
見
の
募
集

　
計
画
素
案
の
全
文
は
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
区
役
所
₂
階
）、
建
築
調
整
課

（
区
役
所
₅
階
₂₉
番
）で
閲
覧
で
き
ま

す
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
計
画
策

定
に
お
い
て
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
ご
意
見
に
対
す
る

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

締▢
₄
月
₁₄
日
（
金
）
必
着

﹇
提
出
方
法
﹈窓
口
・
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
は
が
き
等
に

①
氏
名
②
住
所
（
区
外
の
方
は
在
勤

・
在
学
な
ど
を
記
入
）
③
ご
意
見
を

記
入
し
、
〒
１３５
―
８３８３
区
役
所
建
築
調

整
課
建
築
調
整
係
へ

※
電
話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

問▢
建
築
調
整
課
建
築
調
整
係
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区
で
は
、
地
下
鉄
₈
号
線
（
有
楽

町
線
）
豊
洲
〜
住
吉
間
（
以
下
、「
地

下
鉄
₈
号
線
」）の
延
伸
に
よ
る
整
備

効
果
を
本
区
の
発
展
に
最
大
限
活
か

す
た
め
、
今
後
の
地
下
鉄
₈
号
線
沿

線
ま
ち
づ
く
り
（
以
下
、「
沿
線
ま
ち

づ
く
り
」）
の
方
向
性
を
示
す
「
江
東

区
地
下
鉄
₈
号
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り

構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に

あ
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）を
行
い
、
3
0
9
人
の

方
か
ら
、
4
0
2
件
の
ご
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

﹇
構
想
の
閲
覧
場
所
﹈区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
地
下
鉄
₈
号
線
事
業
推
進
課

（
区
役
所
₅
階
₂₄
番
）、
こ
う
と
う
情

報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
区
役
所
₂
階
）、

各
図
書
館

構
想
の
概
要

﹇
地
下
鉄
8
号
線
延
伸
が
ま
ち
に
与

え
る
影
響
と
検
討
す
べ
き
視
点
﹈

　
地
下
鉄
₈
号
線
の
延
伸
が
ま
ち
に

与
え
る
影
響
と
、
沿
線
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
検
討
す
べ
き
視
点
を
左
表

に
示
し
ま
す
。

﹇
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
﹈

　
沿
線
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

う
え
で
重
要
と
考
え
る
以
下
の
₅
つ

の
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
す
。

〇
安
全
・
安
心
〇
暮
ら
し
・
憩
い
〇

水
辺
・
環
境
〇
交
流
・
に
ぎ
わ
い
〇

交
通
・
つ
な
が
り

﹇
沿
線
全
体
で
目
指
す
姿
﹈

「
人
・
暮
ら
し
・
自
然
を
相
互
に
つ
な

ぎ
一
体
的
に
発
展
す
る
『
快
適
環
境

都
市
』」

　
沿
線
を
構
成
す
る
各
駅
周
辺
が
₅

つ
の
テ
ー
マ
を
基
本
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
相

互
に
つ
な
が
り
、
補
完
し
あ
う
こ
と

で
、
各
駅
周
辺
の
長
所
を
沿
線
全
体

で
総
体
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

﹇
各
駅
周
辺
で
目
指
す
姿
﹈

　
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
₅
つ
の
テ
ー

マ
を
基
本
と
し
、
沿
線
各
駅
周
辺
に

お
け
る
目
指
す
姿
を
設
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
目
指
す
姿
は
、
今
後
の
地

区
ま
ち
づ
く
り
方
針
や
エ
リ
ア
ま
ち

づ
く
り
方
針
を
策
定
す
る
際
に
深
度

化
を
図
り
ま
す
。

○ 

豊
洲
駅
周
辺

　「
水
辺
環
境
を
活
か
し
、
持
続
的

に
発
展
す
る
安
全
安
心
な
次
世
代
都

市
」

○ 

（
仮
称
）
枝
川
駅
周
辺

　「
水
辺
に
囲
ま
れ
、安
ら
ぎ
と
に
ぎ

わ
い
が
調
和
す
る
環
境
推
進
拠
点
」

　「
江
東
区
地
下
鉄
₈
号
線
沿
線
ま

ち
づ
く
り
構
想
」
を
基
本
と
し
、
今

年
度
は
、
中
間
新
駅
の
₁
つ
で
あ
る

（
仮
称
）枝
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
構
成
す
る
「（
仮
称
）
枝
川

駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

で
、
ま
ち
の
目
指
す
姿
や
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
の
深
度
化
を
図
り
ま

す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
会
員
を
募
集

し
ま
す
。

人▢
下
表
の
と
お
り
内▢
会
議
で
、

ま
ち
の
課
題
を
共
有
し
、（
仮
称
）
枝

川
駅
周
辺
に
お
け
る
ま
ち
の
目
指
す

姿
等
を
検
討
し
ま
す﹇
期
間
﹈₆
月
〜

令
和
₆
年
₆
月
頃﹇
会
議
開
催
予
定
﹈

₈
回
程
度
（
平
日
の
夜
間
お
よ
び
土

・
日
曜
の
日
中
、
会
場
は
枝
川
周
辺

の
施
設
で
調
整
中
）

締▢
₄
月
₂₀
日（
木
）午
後
₅
時
必
着

申▢
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
地

下
鉄
₈
号
線
事
業
推
進
課
（
区
役
所

₅
階
₂₄
番
）お
よ
び
枝
川
区
民
館（
枝

川
₃
―
₆
―
₁₆
）に
あ
る
申
込
書（
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
〒
１３５
―
８３８３
区
役

所
地
下
鉄
₈
号
線
事
業
推
進
課
沿
線

ま
ち
づ
く
り
担
当
へ
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
・
窓
口
で
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まちに与える影響 検討すべき視点

南北都市軸形成に
よる交通ネットワ
ークの変化

交通結節機能強化
に資する交通網の
整備

駅周辺における人
・流れの変化

利便性と快適性が
共存する効率的な
駅周辺環境の整備

沿線及び周辺地域
相互間の交流・連
携の推進

交流・連携による
一体的なまちの発
展

町名 枝川 塩浜 潮見
選考数 10人程度 3人程度 3人程度

応募条件

①枝川1～3丁目 ②塩浜1・2丁目 ③潮見1・2丁目
A．在住　B．在勤　C．土地または建物の権利を保
有　D．まちの魅力を高める活動を主体的に行っ
ている団体に所属

①～③のいずれか、かつA～Dのいずれかに該当
し、令和5年4／1時点で満18歳以上の方
例）「①枝川1～3丁目」に「A．在住」の方は「枝川」が
対象

選考結果 5月中旬頃、申込者全員に通知（郵送）

○ 

東
陽
町
駅
周
辺

　「
伝
統
と
未
来
を
つ
な
ぎ
、
水
辺

と
緑
あ
ふ
れ
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
交

流
都
市
」

○ 

（
仮
称
）
千
石
駅
周
辺

　「
み
ど
り
連
な
り
、
下
町
人
情
あ

ふ
れ
る
安
心
快
適
な
定
住
拠
点
」

○ 

住
吉
駅
周
辺

　「
様
々
な
機
能
が
つ
な
が
り
、高
い

生
活
利
便
性
を
備
え
る
活
動
都
市
」

﹇
取
り
組
み
の
提
案
﹈

　
上
位
計
画
や
類
似
事
例
、
地
域
の

意
見
を
参
考
に
、
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
提
案
を
沿
線
ま
ち
づ
く
り

の
テ
ー
マ
ご
と
に
示
し
て
い
ま
す
。

﹇
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
﹈

　
構
想
で
示
し
た
目
指
す
姿
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
主
体
が
連

携
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
共

有
し
な
が
ら
取
り
組
み
の
提
案
を
深

度
化
し
、
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
沿
線
に
お

け
る
地
区
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
策
定

に
向
け
た
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設

立
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
と
区
の
考
え
方
（
抜
粋
）

○ 

各
駅
エ
リ
ア
の
既
存
の
自
然
が
守

ら
れ
る
形
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

こ
と
が
、
区
民
の
幸
福
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
と
考
え
る
。

﹇
区
の
考
え
方
﹈沿
線
ま
ち
づ
く
り
の

テ
ー
マ
に
記
載
の
通
り
、
公
園
や
緑
、

水
辺
の
自
然
を
活
か
し
た
、「
水
辺

・
環
境
」
は
沿
線
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
う
え
で
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

○ 

各
地
元
商
店
街
の
活
性
化
が
基
本

と
考
え
る
。

﹇
区
の
考
え
方
﹈商
店
街
も
含
む
地
域

資
源
を
活
か
し
、
新
た
な
観
光
と
に

ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
指
す
姿
と
す
る

「
交
流
・
に
ぎ
わ
い
」
は
、
沿
線
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

問▢
地
下
鉄
₈
号
線
事
業
推
進
課
沿

線
ま
ち
づ
く
り
担
当
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